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1 はじめに
機能表現1とは，「にあたって」や「をめぐって」のよう

に，2つ以上の語から構成され，全体として 1つの機能
的な意味をもつ表現である．一方，この機能表現に対し

て，それと同一表記をとり，内容的な意味をもつ表現が

存在することがある．例えば，文 (1)と文 (2)には「に
あたって」という表記の表現が共通して現れている．

(1)出発するにあたって，荷物をチェックした．
(2)ボールは壁にあたって，跳ね返った．
文 (1)では，下線部はひとかたまりとなって，「機会が

来たのに当面して」という機能的な意味で用いられてい

る．それに対して，文 (2)では，下線部に含まれている
動詞「あたる」は，動詞「あたる」本来の内容的な意味

で用いられている．このような表現においては，機能的

な意味で用いられている場合と，内容的な意味で用いら

れている場合とを識別する必要がある．

我々はこれまでに，現代語複合辞用例集 [国研 01](以
下，用例集)中の代表的複合辞一覧に基づいて，それら
の派生形である 337種類の機能表現を規定し，その用例
データベース (日本語複合辞用例データベース [土屋 06]，
以下，用例データベース)を作成した．また，それらの
用例データベースを訓練事例として，機械学習により機

能表現の検出・係り受け解析を行う方式を提案した [土屋
07,注連 07]．また，機能表現の異形の語構成パターンを
網羅することにより，日本語機能表現一覧 [松吉 07](以
下，機能表現一覧2)を作成した．
ここで，[土屋 07,注連 07]の機械学習による機能表現

検出においては，一つの表現あたり 50例程度の訓練用
例に対して，人手で機能的・内容的等の用法判定を行う

必要がある．しかし，機能表現一覧の全機能表現 16,801
種類に対して，それだけの規模の作業を行うことは容易
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1機能表現は，複数形態素からなる複合辞と一つの形態素からなる
機能語から構成されるが，本稿では，複合辞と同等の意味で機能表現
という用語を用いる．

2http://kotoba.nuee.nagoya-u.ac.jp/tsutsuji/

ではない．そこで，[長坂 08]では，機能表現一覧の階層
性を利用し，階層において下位に位置する機能表現 (以
下，派生的表現)について，用法が類似するより上位の
表現 (以下，代表的表現)に言い換えた後，用法判定を
行う方式を提案した．

一方，[長坂 09b]では，[長坂 08]の提案をふまえて，
機能表現一覧中の情報のうち，特に文体の情報に注目し，

代表的表現および派生的表現の区別を整理した．さらに，

毎日新聞 1995年分のテキストデータ中において，機能
表現一覧の機能表現の出現頻度調査を行い，[土屋 07,注
連 07]の機械学習による機能表現検出において必要とな
る訓練事例 (出現頻度 50以上)が存在する機能表現の規
模を推定した．また，[長坂 09a]では，毎日新聞 1995年
分のテキストデータ中に 50回以上出現する代表的表現
の表記を対象として，人手で機能的用法・内容的用法の

判定作業を行った．さらに，各機能表現表記に対して，

機能的用法・内容的用法の両方が適度な割合で混合して

出現し，機械学習によって機能表現検出を行う必要のあ

る機能表現表記の割合を求めた結果について報告した．

本稿では，[長坂 09a]における人手用法判定作業の範
囲を拡大し，毎日新聞 1995年分のテキストデータ中に
50回以上出現する代表的表現の表記のうち，[長坂 09a]
では未判定であった表記を対象として，新たに人手で機

能的用法・内容的用法の判定作業を行った．さらに，そ

れらの派生的表現の各出現箇所の前後の形態素の品詞の

組み合わせ，および，代表的表現の出現箇所の前後の形

態素の品詞の組み合わせについて，代表・派生間の傾向

の差異を分析する．分析の結果より，前後の形態素の品

詞が代表・派生間において不変の場合には，派生的表現

が機能的用法である割合が高く保たれることを示す．

2 階層的機能表現辞書
機能表現一覧 [松吉 07]は，９つの階層構造をなしてお
り，各階層は，表 1に示されるような観点によって分類
されている．同表に，各階層における機能表現数が示さ

れており，図 1に階層構造の一部をそれぞれ示す．
また，機能表現の文体に着目し，文体ごとの機能表現

の振る舞いについて述べる．文体とは，機能表現一覧中

の表現に付与されている情報であり，常体，堅い文体，

口語体，敬体の４種類がある．表 2にそれぞれの文体に
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表 1: 機能表現辞書の 9つの階層
表現数

合計 助動詞
階層 分類数 (L9 表現数) 型以外 助動詞型

L1 見出し語 — 341 (488) 281 207

L2 意味 88 435 (488) 281 207

L3 派生 (格助詞型，接続助詞型，連体助詞型，接続詞型，助動詞型，形式名詞型，とりたて詞型，提題助詞型 ) 8 555 348 207

L4 機能語の交替 — 774 492 282

L5 音韻的変化 38 1,187 633 554

L6 とりたて詞の挿入 18 1,810 659 1151

L7 活用 — 6,870 659 6211

L8 「です/ます」の有無 2 9,722 895 8827

L9 表記のゆれ — 16,801 1360 15411
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図 1: 機能表現辞書階層構造の一部

表 2: 文体の種類

文体 表現例

常体 について
堅い文体 につき
口語体 についちゃ
敬語体 につきまして

おける表現例を示す．

3 代表的表現への集約
[長坂 08]で提案した代表的表現への集約方式において
は，階層の上位に位置する代表的表現は，L4 階層相当

の 1,000表現程度の規模とする．そして，機能表現一覧
において，代表的表現を除く表現はすべて，言い換えの

対象の表現となる．本研究では，これらの表現を派生的

表現と定義する．派生的表現を代表的表現に言い換える

際には，以下の制約を課す．

• 機能表現の語頭の無声・有声の制約により前接する
活用語の活用型が制限される場合は，この制限を保

持する．

• 機能表現の仮名表記・漢字表記の違いを保持する．
• 助動詞型の機能表現の場合には，言い換え前後で活
用形を保持する．

4 新聞記事における機能表現の分布
4.1 機能表現表記数の分布
毎日新聞 1995年の一年分の中で，50回以上出現する機
能表現表記数の調査を行った結果を表 3に示す．機能表
現一覧の中には，同一の表記に対して複数の IDが存在
する表現があることをふまえて，表 3には，機能表現表
記単位で集計した結果を示す．表 3 より，全 602表現の
うち，常体の機能表現が 467表現と大きい割合を占めて
いることが分かる．

4.2 機能的用法・内容的用法の分布
これまでに，[土屋 06,土屋 07,注連 07]で述べたように，
全機能表現表記のうち，特に，機能的用法・内容的用法

の両方が適度な割合で混合して出現する機能表現表記に

対してのみ，機械学習によって機能表現検出を行う必要

がある．また，[土屋 06]で報告したように，[土屋 06]の
用例データベースの範囲においては，毎日新聞 1995年
の一年分の中で，50回以上出現する機能表現表記 187表
記のうち，機能的用法・内容的用法の両方が適度な割合

で混合して出現する機能表現表記の割合は約 3分の 1程
度であった．

一方，本節では，表 3中の代表的表現，派生的表現，
および，「その他」の表現 (助動詞型以外の場合のみ)を
対象として，機能的用法・内容的用法の用法判定作業を

行った結果を表 4に示す (判定箇所数 50,064箇所)．こ
の結果から，機能的用法・内容的用法の両方が適度な割

合で混合して出現する (機能的用法の割合 xが，10% <

x < 90%となる) 機能表現表記の割合は，代表的表現，
派生的表現および「その他」の全体では約 3分の 1程度
であることがわかる．しかし，「その他」のみでは，約
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表 3: 毎日新聞 1995年において，50回以上出現する機能表現数の分布

助動詞型 (基本形) 助動詞型以外
代表的表現 派生的表現 代表的表現 派生的表現 その他 合計

常体 164 38 87 0 178 467

堅い文体 8 3 0 0 9 20

敬体 14 42 0 1 0 57

口語体 7 37 1 13 0 58

合計 193 120 88 14 187 602

表 4: 機能的用法・内容的用法の分布

助動詞型 (基本形) 助動詞型以外
代表的表現 派生的表現 代表的表現 派生的表現 その他 合計

常体 63.9/29.9/6.1 89.7/3.4/6.9 53.5/34.9/11.6 — 46.0/44.8/9.2 56.7/34.8/8.5
堅い文体 75.0/12.5/12.5 100/0/0 — — 11.1/55.6/33.3 44.4/33.3/22.2
敬体 92.9/7.1/0 88.9/8.3/2.8 — — — 90.2/7.8/2.0
口語体 16.7/66.7/16.7 42.1/36.8/21.1 0/0/100 50.0/50.0/0 — 35.7/42.9/21.4

合計 65.1/28.6/6.3 78.8/12.9/8.2 52.9/34.5/12.6 50.0/50.0/0 44.2/45.3/10.5 58.4/32.6/9.0

x : 機能的用法の割合
90% ≤ x ≤ 100% となる表現の割合 (%) / 10% < x < 90% となる表現の割合 (%)

/ 0% ≤ x ≤ 10% となる表現の割合 (%)

表 5: 毎日新聞 1995年に 50回以上出現する代表的表現
に対する派生的表現のうち，毎日新聞 1995年に 50回以
上出現するものを除いた表現の数

文体 助動詞型 (基本形) 助動詞型以外

常体 347 8

堅い文体 52 2

敬体 537 78

口語体 164 25

合計 1100 113

45%と多くなっている．

5 代表的・派生の前後の形態素の品詞
を用いた機能的用法の判定

機能的用法として偏って出現する代表的表現に対して，

毎日新聞 1995年分のテキストデータ中に 50回以上出現
しない派生的表現 (表 5の機能表現の一部)の出現箇所
945箇所 (機能表現数 158)を対象として，機能的用法・
内容的用法の判定作業を行った．その結果，派生的表現

が機能的用法である割合は約 88%であり，代表的表現に
おける出現割合よりも高い割合で内容的用法が出現する

ことが分かった．さらに，それらの派生的表現の各出現

箇所の前後の形態素の品詞の組み合わせ，および，代表

的表現の出現箇所の前後の形態素の品詞の組み合わせに

ついて，代表・派生間の傾向の差異を分析した3．代表・

派生間で前後の形態素の品詞が不変か否かに応じて，派

生的表現が機能的用法である割合が変動する様子を表 6
3ただし，助動詞型機能表現の場合には，代表的表現を活用させて，

派生的表現と同じ活用形を代表的表現とした．また，本節における分
析対象箇所については，その大半が助動詞型機能表現であった．

に示す．この結果から，前後の形態素の品詞が代表・派生

間において不変の場合には，派生的表現が機能的用法で

ある割合は 97%と非常に高いことが分かった．逆に，前
後の形態素の品詞のいずれか，もしくは，両方の文脈が

代表・派生間で保存されない場合には，内容的用法の割

合が高くなった．特に，前接する形態素の品詞が保存さ

れない場合には，内容的用法の割合が極端に高くなった．

表 7には，代表・派生間で前後の形態素の品詞が不変
か否かの各条件のもとで，派生的表現が機能的用法とな

る事例，および内容的用法となり誤りとなる事例をそれ

ぞれ示す．これらの事例から，実際に，前後の形態素の

品詞のいずれか，もしくは，両方が代表・派生間で保存

されない場合に，助詞の挿入の有無等が異なる，等，代

表・派生間で特性が大きく異なることが分かる．

6 関連研究
[松吉 08]においては，機能表現一覧 [松吉 07]中の機能
表現を対象として，意味を保存する言い換えが可能な機

能表現の分類を規定している．一方，本論文では，機能

表現の用法判定の性能を保ったまま，代表的表現への言

い換えを行うという，より緩い制約のもとでの機能表現

の言い換えが目的である．また，代表的表現への言い換

えを介した機械翻訳の研究としては，内容語と口語的な

機能表現を扱った [山本 01]，機能表現一覧 [松吉 07]の
機能表現を対象とした [坂本 09,島内 10,劉 10]がある．

7 まとめ
本稿では，機能的用法として偏って出現する代表的表現

に対して，毎日新聞 1995年分のテキストデータ中に 50
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表 7: 代表的表現・派生的表現の前後の形態素の品詞を用いた機能的用法の判定: 正解例・誤り例

前後の形態素の
品詞に対する条件

前形態素の品詞 (表記)-
代表的表現表記-

後形態素の品詞 (表記)

前形態素の品詞 (表記)-
派生的表現表記-

後形態素の品詞 (表記)

正解・
誤り

派生的表現
表記の用法

前後とも代表・
動詞 (示す)-ことができ-

助動詞 (ない)
動詞 (歩く)-ことさえでき-

助動詞 (なく)
正解 機能的用法

派生間で不変
動詞 (控え)-てほしい

-記号 (」)
動詞 ((上昇)し)-てもほしい-

記号 (」)
誤り 内容的用法

前のみ代表・
派生間で不変

動詞 (張っ)-てあり-
記号 (，)

動詞 (探し)-てもあり-
助動詞 (ませ (ん))

誤り 内容的用法

後のみ代表・
派生間で不変

動詞 (望ん)-でいる-
名詞 (人)

名詞 (今)-でもいる-
名詞 (そう)

誤り 内容的用法

表 6: 代表的表現・派生的表現の前後の形態素の品詞を
用いた機能的用法の判定: 評価結果

前後の形態素の
品詞に対する条件

箇所数
(割合
(%))

表現数
判定
精度
(%)

前後とも代表・
派生間で不変

759
(80.3)

132 97.2

前のみ代表・
派生間で不変

71
(7.5)

27 63.4

後のみ代表・
派生間で不変

97
(10.3)

25 39.2

前のみ不変の代表
出現箇所・後のみ
不変の代表出現箇所
の両方が存在

5
(0.5)

5 100.0

その他
13

(1.4)
6 23.1

合計
945

(100)
158 87.7

回以上出現しない派生的表現の出現箇所を対象として，

機能的用法・内容的用法の判定作業を行った．さらに，

それらの派生的表現の各出現箇所の前後の形態素の品詞

の組み合わせ，および，代表的表現の出現箇所の前後の

形態素の品詞の組み合わせについて，代表・派生間の傾

向の差異を分析した．分析の結果，前後の形態素の品詞

が代表・派生間において不変の場合には，派生的表現が

機能的用法である割合が高く保たれることが分かった．

一方，これまで，[長坂 08]においては，機能的用法・
内容的用法の両方が適度な割合で混合して出現し，機械

学習によって機能表現検出を行う必要のある代表的表現

に対しては，その派生的表現についても，代表的表現に

言い換えた後，代表的表現を対象として訓練した機能表

現検出器を適用する方式を提案している．しかし，本稿

の結果より，機能的用法・内容的用法の両方が適度な割

合で混合して出現する代表的表現の場合においても，代

表的表現を対象として訓練した機能表現検出器を安定し

て適用できる場合と，前後の形態素の品詞が代表・派生

間において不変であるか否かとの間の相関を分析する必

要があると考えられる．

参考文献
[国研 01] 国立国語研究所: 現代語複合辞用例集 (2001).

[劉 10] 劉颯, 長坂泰治, 宇津呂武仁, 松吉俊：意味的等価クラ
スを用いた日本語機能表現の集約的日中翻訳規則の作成
と分析, 言語処理学会第 16回年次大会論文集 (2010).

[松吉 07] 松吉俊, 佐藤理史, 宇津呂武仁：日本語機能表現辞
書の編纂, 自然言語処理, Vol. 14, No. 5, pp. 123–146
(2007).

[松吉 08] 松吉俊, 佐藤理史：文体と難易度を制御可能な日本
語機能表現の言い換え, 自然言語処理, Vol. 15, No. 2, pp.
75–99 (2008).

[長坂 08] 長坂泰治, 宇津呂武仁, 土屋雅稔：大規模日本語機能
表現辞書の階層性を利用した機能表現検出, 言語処理学会
第 14回年次大会論文集, pp. 837–840 (2008).

[長坂 09a] 長坂泰治, 坂本明子, 宇津呂武仁, 森下洋平, 松吉
俊, 土屋雅稔：階層的機能表現辞書に基づく新聞記事中の
機能表現の調査・分析, NLP若手の会 第 4回シンポジウ
ム (2009).

[長坂 09b] 長坂泰治, 宇津呂武仁, 松吉俊, 土屋雅稔：大規模
階層辞書を利用した日本語機能表現の集約と解析, 言語処
理学会第 15回年次大会論文集, pp. 328–331 (2009).

[坂本 09] 坂本明子, 宇津呂武仁, 松吉俊：日本語機能表現の
集約的英訳, 言語処理学会第 15 回年次大会論文集, pp.
654–657 (2009).

[島内 10] 島内蘭, 長坂泰治, 坂本明子, 宇津呂武仁, 松吉俊：
日英特許翻訳における日本語機能表現の集約的英訳可能
性の調査, 言語処理学会第 16回年次大会論文集 (2010).

[注連 07] 注連隆夫, 土屋雅稔, 松吉俊, 宇津呂武仁, 佐藤理史：
日本語機能表現の自動検出と統計的係り受け解析への応
用, 自然言語処理, Vol. 14, No. 5, pp. 167–197 (2007).

[土屋 06] 土屋雅稔, 宇津呂武仁, 松吉俊, 佐藤理史, 中川聖一：
日本語複合辞用例データベースの作成と分析, 情報処理学
会論文誌, Vol. 47, No. 6, pp. 1728–1741 (2006).

[土屋 07] 土屋雅稔, 注連隆夫, 高木俊宏, 内元清貴, 松吉俊, 宇
津呂武仁, 佐藤理史, 中川聖一：機械学習を用いた日本語
機能表現のチャンキング, 自然言語処理, Vol. 14, No. 1,
pp. 111–138 (2007).

[山本 01] 山本和英, 白井諭, 坂本仁, 張玉潔：SANDGLASS:
両言語換言機構を基軸とする音声翻訳, 言語処理学会第 7
回年次大会発表論文集, pp. 221–224 (2001).

－　973 －



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




